
狭山市立柏原小学校　ＩＣＴ　授業実践例
1　ジャンル

２　概要 単元（題材）名

単元（題材）目標

活用したICT機器、アプリケーション等

本時のめあて 写真・記録

本時の展開の概要

ICT機器の活用でねらった効果 児童生徒の様子（成果や課題）

自分についてのことを意欲的にまとめること、主人公と
同じように、自分も好きなものに囲まれていること、好き
な物や好きな人がたくさんいること、自分の良さがたく
さんあることが視覚的に理解できることをねらった。

狭山市立柏原小学校 名前：

全ての項目を道徳の時間内に入力することは難しいと
考え、学活「自分のことをもっと知ろう」を計画し、ある
程度カードをまとめた。
授業では、中心発問において命があるから好きな物が
あるという主人公の心情について時間をとり考えさせた
ため、発表ノートを見合って命について考えた時間も命
という価値からずれずに考えることが出来た。

主人公が自分を好きだという気持ちを考えた上で自分
とはどんな人間なのかを見つめる活動を通して、自分の
好きなところやいいところに気付き、自己を大切にしよ
うとする心情を育てる。

ＳＫＹメニュー発表ノート

教材文を読み、主人公の好きな物を整理する。また、主
人公が一番好きなものは「ぼく」と言っていることに注目
させ、なぜ「ぼく」が一番好きなのかを考えさせた。展開
後段において、発表ノートを開き、自分についてのカード
をまとめる。また、まとめたカードを交流し、命について
話し合う。

児童生徒

ＳＫＹメニューの発表ノート機能を使い、自分を取り巻く
環境について整理させることにより、命があるから好き
な物がある、好きなことができるということに気付かせ
る。また、発表ノートをグループ機能を使って交流させて
話し合わせることで、命についての考えを深めさせる。

「ぼく」

自分の好きなところやいいところに気付き、自己を大切
にしようとする心情を育てる。

小学校２年生 道徳 C1 発表や話合い


